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研
究
会
活
動
報
告

　
人
文
科
学
研
究
所
で
は
、
二
〇
〇
六
年
度
よ
り
学
内
の
様
々
な
分
野
の
教
員
の

専
門
的
知
識
を
活
用
し
、
ま
た
教
員
間
の
交
流
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

共
同
研
究
を
発
足
し
た
。
そ
の
最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
明
治
の
精
神
研

究
会
と
題
さ
れ
た
共
同
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

　
明
治
の
精
神
研
究
会
は
、
人
文
科
学
に
関
係
す
る
様
々
な
分
野
か
ら
多
面
的
に

明
治
と
い
う
時
代
や
近
代
化
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
同
研
究
会
は
学

内
の
教
員
を
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
し
た
が
、
学
外
か
ら
も
講
師
を
耳
聰
し
、
ま
た

学
内
外
を
問
わ
ず
参
加
者
を
募
り
、
開
か
れ
た
共
同
研
究
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
成
果
の
一
部
は
、
す
で
に
『
明
治
国
家
の
精
神
史
的
研
究
一
〈
明
治
の
精

神
〉
を
め
ぐ
っ
て
』
（
以
文
社
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）
と
し
て
公
刊
し
た
が
、

こ
こ
に
第
八
回
お
よ
び
第
九
回
（
最
終
回
）
の
研
究
会
の
概
要
を
報
告
す
る
。
各

回
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
八
回

報
告
者
”
呉
谷
充
利
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授
）

テ
ー
マ
”
明
治
末
年
の
美
学
一
文
明
と
相
貌

日
時
“
二
〇
〇
八
年
二
月
二
〇
日
（
水
）
　
午
後
三
時
～
午
後
六
時

場
所
日
相
愛
大
学
三
号
館
U
二
四
〇

参
加
者
”
四
名

　
呉
谷
充
利
氏
に
よ
る
報
告
は
、
「
相
貌
」
と
い
う
鍵
概
念
に
よ
っ
て
明
治
期
の

精
神
性
の
多
様
性
、
あ
る
い
は
時
代
精
神
と
し
て
は
定
型
化
に
至
ら
な
か
っ
た
萌

芽
的
な
精
神
性
を
照
射
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。
「
相
貌
」
と
は
西
洋
中
世

後
期
の
彫
像
か
ら
着
想
を
得
た
概
念
で
あ
り
、
と
り
わ
け
そ
れ
以
前
の
彫
像
に
比

べ
深
い
内
面
性
を
表
現
し
た
顔
面
を
意
味
し
、
そ
の
意
味
で
は
中
世
キ
リ
ス
ト
教

に
よ
る
内
面
性
の
発
見
と
関
係
し
て
い
る
。
報
告
は
、
明
治
期
の
学
問
史
・
芸
術

史
を
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
、
第
一
期
の
「
お
雇
い
外
国
人
」
主
導
、
第
二
期
の

受
容
さ
れ
た
諸
学
問
・
芸
術
の
消
化
、
第
三
期
の
創
造
と
模
索
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
挙
げ
た
上
で
、
第
三
期
に
焦
点
を
合
わ
せ
考
察
し
た
。
こ
の
第
三
期
は
、
従

来
、
個
人
主
義
・
利
己
主
義
の
流
行
、
そ
れ
ら
へ
の
知
識
人
に
よ
る
批
判
・
不
満

・
「
不
機
嫌
」
の
時
代
と
し
て
語
ら
れ
る
明
治
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
を
指

す
が
、
報
告
は
異
郷
趣
味
・
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
を
経
由
し
た
日
本
回
帰
と
し
て
の

日
本
文
化
論
の
誕
生
に
注
目
し
、
明
治
期
の
精
神
性
は
一
つ
の
「
相
貌
」
を
形
成

す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
第
三
期
に
胚
胎
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

　
報
告
後
に
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
後
の
時
代
と
比
べ
た
明
治
期
の
精
神
史
的

特
徴
の
有
無
、
明
治
末
年
の
「
不
機
嫌
」
の
信
慧
性
、
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
の
政
治

的
・
社
会
的
影
響
力
、
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
と
西
洋
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

と
の
関
連
性
、
技
術
受
容
と
は
区
別
さ
れ
る
科
学
受
容
の
不
完
全
性
の
精
神
性
へ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
、
明
治
後
期
の
文
化
を
多
面
的
・
学
際
的
に
再

検
討
す
る
必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。

第
九
回
（
最
終
回
）

報
告
者
“
鈴
木
徳
男
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
教
授
）

テ
ー
マ
”
近
代
歌
学
の
出
発
－
竹
柏
園
と
博
文
館

日
時
”
二
〇
〇
八
年
三
月
一
九
日
（
水
）
　
午
後
三
時
～
午
後
六
時

場
所
一
相
愛
大
学
三
号
館
U
二
四
〇
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参
加
者
”
六
名

　
鈴
木
徳
男
氏
に
よ
る
報
告
は
、
近
代
歌
学
を
代
表
す
る
研
究
者
で
あ
り
実
作
者

で
も
あ
る
佐
佐
木
信
綱
が
生
涯
を
顧
み
て
、
明
治
を
「
佳
い
時
代
」
と
評
し
た
こ

と
に
注
目
し
、
そ
の
言
葉
の
背
景
と
し
て
の
歌
学
に
と
っ
て
の
明
治
を
考
察
す
る

と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
考
察
の
軸
と
さ
れ
た
の
は
歌
学
に
お
け
る
近

世
と
近
代
の
連
続
性
と
不
連
続
性
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
佐
佐
木
信
綱
は
父
・

弘
綱
に
幼
少
よ
り
歌
人
と
し
て
の
英
才
教
育
を
施
さ
れ
、
一
八
歳
に
し
て
父
と
と

も
に
『
日
本
歌
学
全
書
』
を
刊
行
す
る
が
、
報
告
は
こ
れ
を
歌
学
の
画
期
と
し
て

位
置
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
近
代
以
前
か
ら
の
知
と
し
て
の
歌
学
の
規
範

的
テ
キ
ス
ト
の
制
定
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
萌

芽
で
も
あ
る
。
こ
う
し
て
出
発
し
た
近
代
歌
学
は
、
一
方
で
は
「
国
体
」
と
い
う

天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
結
び
つ
き
な
が
ら
、
他
方
で
和
歌
の
歴
史
的
研
究
と
実

作
の
た
め
の
啓
蒙
的
教
育
を
目
的
と
し
て
展
開
す
る
の
だ
が
、
報
告
は
と
く
に
博

文
館
と
い
う
近
代
的
な
出
版
産
業
を
媒
介
に
普
及
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
古
典
和
歌
と
近
現
代
短
歌
と
を
分
離
す
る
客
観
的
条
件
・
不
連
続
性
が

見
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
歌
学
の
復
興
を
担
っ
た
佐
佐
木
信
綱
た
ち
の
意
識
と
い

う
主
観
的
条
件
・
連
続
性
が
同
時
に
存
在
す
る
と
い
う
複
合
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
報
告
後
に
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
「
近
代
」
と
い
う
言
葉
を
古
典
的
概
念
と

し
て
の
「
歌
学
」
と
接
合
す
る
と
い
う
「
近
代
歌
学
」
と
い
う
言
葉
の
矛
盾
・
複

合
性
、
「
歌
学
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
内
容
の
変
容
、
学
校
教
育
を
通
じ
て
の

『
日
本
歌
学
全
書
』
の
普
及
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
化
・
歴
史
と
し
て
の
歌
学
1
1
近

代
的
知
を
佐
佐
木
信
綱
が
確
立
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
、
明
治
文
化

を
主
観
・
客
観
的
条
件
と
い
う
重
層
的
観
点
か
ら
再
検
討
す
る
必
要
性
が
確
認
さ

れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嘉
戸
一
将
）
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（
総
則
）

第
一
条

相
愛
大
学
人
文
科
学
研
究
所
規
程

相
愛
大
学
学
則
第
五
二
条
に
基
づ
き
、
本
学
に
付
属
研
究
・
教
育

機
関
と
し
て
相
愛
大
学
人
文
科
学
研
究
所
（
以
下
、
「
研
究
所
」

と
い
う
）
を
置
く
。

（
目
的
）

第
二
条
研
究
所
は
人
文
科
学
及
び
そ
の
隣
接
領
域
の
研
究
並
び
に
普
及
を

　
　
　
　
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
）

第
三
条

　
　
一

　
　
二

　
　
三

　
　
四

　
　
五

　
　
六

（
部
門
）

第
四
条

研
究
所
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

、
つ
。

各
専
門
分
野
に
お
け
る
学
術
の
研
究

研
究
会
、
講
演
会
の
開
催

共
同
研
究
調
査

委
託
研
究
調
査

紀
要
、
そ
の
他
必
要
な
出
版
事
業

そ
の
他
、
研
究
所
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

次
の
事
業
を
行

研
究
所
は
、
事
業
の
遂
行
に
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、

研
究
部
門
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

専
門
別
の

（
組
織
）

第
五
条
　
研
究
所
は
所
長
の
他
、
下
記
の
所
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
一
　
研
究
員
　
　
若
干
名

　
　
二
　
研
究
所
助
手
　
｝
名

　
　
三
事
務
職
員
　

一
名

（
所
長
）

第
六
条
　
所
長
は
研
究
所
を
代
表
し
、
こ
れ
を
統
括
す
る
。

　
　
二
　
所
長
は
教
授
会
の
議
を
経
て
学
長
が
任
命
す
る
。

　
　
三
　
所
長
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
研
究
員
）

第
七
条
　
研
究
員
は
本
学
の
専
任
教
員
の
兼
担
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　
　
　
　
ま
た
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
の
研
究
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
運
営
委
員
会
）

第
八
条
　
研
究
所
に
運
営
委
員
会
を
置
く
。

　
　
二
　
運
営
委
員
会
は
、
所
長
、
研
究
員
及
び
人
文
学
部
主
任
会
構
成
員

　
　
　
　
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

　
　
三
　
運
営
委
員
会
は
、
研
究
所
の
運
営
維
持
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

（
改
廃
）

第
九
条
　
本
規
程
の
改
廃
は
運
営
委
員
会
の
発
議
に
基
づ
き
、
教
授
会
の
議

　
　
　
　
を
経
て
、
学
長
が
行
う
。

附附附
則則則

こ
の
規
程
は
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

本
改
正
規
程
は
平
成
一
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

本
改
正
規
程
は
平
成
一
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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〔
彙

報
〕

相
愛
学
園
創
立
＝
一
〇
周
年
記
念
公
開
講
座

テ
ー
マ
「
宗
教
・
文
学
・
歴
史
」

場
所
・
教
室
（
時
間
）
　
南
港
学
舎
・
R
四
〇
一
（
午
後
二
時
か
ら
三
時
半
）

日
程
・
題
目
・
講
師

　
①
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
八
日
（
土
）

　
　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
菩
薩
経
典
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授

②
＝
月
一
日
（
土
∀

　
　
中
世
祖
師
伝
絵
巻
の
世
界
　
－
一
遍
聖
心
を
読
む
－
　
　
　
　
本
学
教
授

　
③
＝
月
八
日
（
土
）

　
　
万
葉
集
の
美
し
さ
　
1
中
国
古
代
詩
と
比
較
し
て
一
　
　
　
　
本
学
教
授

④
＝
月
二
二
日
（
土
）

　
　
歌
集
の
世
界
　
1
『
定
家
八
代
抄
』
を
読
む
－
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授

　
⑤
＝
月
二
九
日
（
土
）

　
　
奈
良
時
代
の
天
皇
と
仏
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授

⑥
一
二
月
六
日
（
土
）

　
　
十
九
世
紀
の
旅
路
－
江
戸
小
説
の
描
く
世
界
－
　
　
　
　
　
本
学
教
授

⑦
一
二
月
一
三
日
（
土
∀

　
　
明
治
憲
法
体
制
に
お
け
る
道
徳
と
理
性
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
講
師

⑧
二
〇
〇
九
年
↓
月
一
〇
日
（
土
）

　
　
異
国
情
調
の
近
代
　
－
大
阪
再
発
見
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授

＊
上
記
の
講
座
は
、
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
と
の
共
催
で
行
っ
た
。

　
て
下
さ
っ
た
方
々
に
、
学
長
名
の
修
了
証
を
お
渡
し
し
た
。

本
多
至
成

砂
川
　
博

孫
　
久
富

鈴
木
徳
男

山
本
幸
男

山
本
和
明

嘉
戸
一
将

呉
谷
充
利

ま
た
全
講
座
を
亡
い

　
　
　
編
集
後
記

　
今
年
度
、
相
愛
学
園
は
創
立
一
二
〇
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
一
二
〇
年
の
歴
史
と
伝
統
を

今
後
ど
の
よ
う
に
継
い
で
い
く
の
か
、
ま
た
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
を
決
断
す
る
重
大
な
時

期
に
来
て
い
る
。
あ
る
国
の
大
統
領
は
．
．
∩
7
き
。
。
o
、
、
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
。
変
え
る
こ
と

の
で
き
る
も
の
を
変
え
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
変
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
、
ま
た
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
勇
気
も
同
じ
く
大
切

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
を
見
分
け
る
判
断
力
と
知
恵
を
持
つ
こ
と
が
一
番
求
め
ら
れ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
人
文
科
学
研
究
所
が
主
に
そ
の
基
盤
と
し
て
い
る
人
文
学
部
は
、
今
の
時
代
が
求
め
て
い

る
実
学
志
向
で
は
な
い
た
め
に
、
何
ら
か
の
形
で
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
確
か

に
、
人
生
が
思
う
よ
う
に
行
っ
て
い
る
時
に
は
実
学
で
学
ん
だ
こ
と
だ
け
で
も
生
き
て
い
け

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
人
生
は
そ
ん
な
に
甘
く
は
な
い
。
人
間
は
悩
み
や
苦
し
み
を
持

っ
て
傷
つ
き
な
が
ら
生
き
て
い
く
存
在
で
あ
る
。
そ
の
人
間
を
支
え
て
く
れ
る
の
が
、
宗
教

学
や
哲
学
、
歴
史
学
、
文
学
な
ど
の
人
文
学
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
成
立
を
可
能
に
し

て
い
る
言
語
に
つ
い
て
の
学
問
も
人
文
学
の
一
分
野
で
あ
る
。
人
文
学
は
思
索
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
。
人
間
と
し
て
豊
か
に
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
部
分

を
担
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
本
号
を
含
め
て
こ
れ
ま
で
三
号
に
わ
た
る
年
報
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
文
、
本
研

究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
明
治
の
精
神
研
究
会
」
の
成
果
を
著
し
た
『
明
治
国
家
の
精
神
史

的
研
究
1
〈
明
治
の
精
神
〉
を
め
ぐ
っ
て
一
』
や
そ
の
紹
介
（
本
号
に
掲
載
）
な
ど
か
ら
も

わ
か
る
と
お
り
で
あ
る
。

　
人
文
科
学
研
究
所
は
、
今
後
も
み
な
さ
ま
に
期
待
さ
れ
支
持
さ
れ
る
研
究
会
や
公
開
講
座

を
新
し
く
企
画
実
施
し
、
紀
要
な
ど
の
出
版
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
そ
れ

は
こ
れ
ま
で
の
相
愛
の
歴
史
と
伝
統
を
、
そ
し
て
人
文
学
の
分
野
の
貴
重
な
研
究
を
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
下
）


